〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第５号
　平成２２年７月１３日第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２２年７月２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　伊　利　　　仁　　
〇　会　　期
　　平成２２年７月１３日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　髙　　橋　　剣　　二　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　長谷川　　　　　清
　　　　　７番　　　小　　川　　直　　志                  ８番　　　石　　川　　　　　清
不応招議員（なし）
平成２２年第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２２年７月１３日
　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第４　議案第　６号　専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業
　　　　　　　　　　　　　等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関
　　　　　　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日程第５　議案第　７号　坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　
　日程第６　議案第　８号　埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について　　　　　　　　　　　　　　
　日程第７　議案第　９号　財産の取得について（はしご付消防自動車購入）　　　　　　　　　　　　　
　日程第８　議案第１０号　財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）　　　　　
　日程第９　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前　９時５８分開会
　出席議員（８名）
　　　　　１番　　　新　　井　　文　　雄　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子
　　　　　３番　　　髙　　橋　　剣　　二　　　　　　　　　４番　　　水　　村　　義　　篤
　　　　　５番　　　藤　　野　　　　　登　　　　　　　　　６番　　　長谷川　　　　　清
　　　　　７番　　　小　　川　　直　　志                  ８番　　　石　　川　　　　　清
　欠席議員（なし）
　説明のための出席者
　　　管理者　　　伊　　利　　　　　仁　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　　　　　　　　　　　　　
　　　監査委員　　　小　　室　　利　　夫　　　　　　　　　　　　　　山　　﨑　　静　　男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　　　　　　　　　　　　　
　　　消防長　　　石　　井　　利　　幸　　　　　　　次　　長　　　田　　畑　　美紀雄
    　次　　長　　　斉　　藤　　幸　　憲　　　　　　　庶務課長　　　小　　川　　泰　　人
　　　予防課長　　　加　　藤　　公　　司　　　　　　　警防課長　　　長　　澤　　之　　幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　　戸
　　　指令課長　　　長谷川　　正　　夫　　　　　　　　　　　　　　小　　島　　則　　夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署長
　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　大　　貝　　　　　豊
　　　消防署長
　事務局職員出席者
　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　小　　川　　浩　　明
　　　書　　記　　　山　　崎　　利　　博　　　　　　　書　　記　　　手　　塚　　篤　　史
　　　書　　記　　　林　　　　　辰　　哉
　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前　９時５８分）
〇水村義篤議長　議員の皆さん、おはようございます。
　　現在の出席議員８人全員でございます。
　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　議事に先立ちまして一言ごあいさつを申し上げます。
　　本日、平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、お忙しい中、管理者並びに副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第でございます。
　　本日は、「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例関係）」をはじめ５議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願い申し上げまして、開会のごあいさつといたします。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇水村義篤議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇水村義篤議長　直ちに本日の議事に入ります。
　　日程第１・「会議録署名議員の指名」についてを行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において
　　６　番　　長谷川　　　　　清　議員
　　７　番　　小　　川　　直　　志　議員
　の両議員を指名いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇水村義篤議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。
　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）
〇水村義篤議長　日程第３・「諸報告」をいたします。
　　はじめに、監査委員より、平成22年４月分から５月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。
　　以上で諸報告を終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号～議案第１０号の一括上程について
〇水村義篤議長　お諮りいたします。
　　日程第４・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例関係）」から日程第８・議案第10号・「財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）」までを一括議題とすることにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、そのように決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号～議案第１０号の一括上程、説明
〇水村義篤議長　日程第４・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例関係）」から日程第８・議案第10号・「財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）」までを一括議題といたします。
　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　提案理由の説明を求めます。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議員の皆様、おはようございます。
　　本日ここに、平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれましては、極めてご多用の中にもかかわりませず全員の方のご出席をいただき、重要案件のご審議をいただきますことは、当組合発展のためまことに喜びにたえないところであり、衷心より厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　それでは、ただいま議題となっております議案第６号から議案第10号までの５件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。
　　まず、議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例関係）」でありますが、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をいたしたく、本件を６月16日に専決処分をし、同日付で公布いたしましたので、地方自治法第179条第３項の規定により、本議会においてその承認をお願いをするものであります。
　　次に、議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件について」でありますが、「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令及び住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令」が平成22年３月に公布されたこと並びに全国消防長会予防委員会で取りまとめられた個室型店舗における外開き戸の自動閉鎖措置に係る火災予防条例の一部改正案に基づき所要の改正をしたいので、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第８号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」でありますが、加須市、北埼玉郡騎西町、同郡北川辺町及び同郡大利根町を廃し、その区域をもって加須市を設置したこと、久喜市、南埼玉郡菖蒲町、北葛飾郡栗橋町及び同郡鷲宮町を廃し、その区域をもって久喜市を設置したこと並びに加須市騎西町衛生施設組合、栗橋・鷲宮衛生組合、大利根町北川辺町衛生施設組合及び加須地区消防組合が解散したこと並びに騎西鴻巣学校給食センター組合が名称を変更したこと並びに埼玉県市町村総合事務組合の事務所の位置に関して規定を整備するため、同組合規約を変更することについて協議をいたしたく、地方自治法第290条の規定により本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第９号・「財産の取得について（はしご付消防自動車購入）」でありますが、現在の車両は平成３年10月に稼働を開始し、坂戸消防署の一線車両として19年が経過するとともに、ＮＯＸ・ＰＭ法にも該当する車両でありますことから消防車両の更新配備を計画をし、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため更新するものであります。
　　車両の仕様につきましては、消防専用シャシに長さ約35メートルのはしご及び駆動装置を積載するとともに、火災救助活動に対応するために、はしごの先端にバスケット装置及び放水銃を装備いたしました。
　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月20日に開催されました坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、埼玉消防機械株式会社、日本機械工業株式会社東京営業所、株式会社モリタ東京営業部、関東いすゞ自動車株式会社川越支店、東京日野自動車株式会社狭山支店の５社を選定し、仕様書説明会を経て６月11日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した株式会社モリタ東京営業部と税込み価格１億6,905万円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。
　　なお、納入期限につきましては、平成23年３月23日といたしたいと存じます。
　　次に、議案第10号・「財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）」でありますが、現在の車両は平成７年12月に稼働を開始し、坂戸消防署東分署の一線車両として15年が経過するとともに、ＮＯＸ・ＰＭ法にも該当する車両でありますことから消防車両の更新配備を計画をし、消防防災及び消防体制の整備充実を図るため更新するものであります。
　　車両の仕様につきましては、消防専用シャシに、1,500リットルの水を積載する高圧２段バランスタービンポンプの水Ⅰ―Ｂ型で、車両後部には油圧昇降装置による軽量ホースカー等を装備するとともに、建物火災における消火能率、水損防止に有効な圧縮空気泡消火装置を装備いたしました。
　　また、現在の車両が緊急消防援助隊に登録していることから、更新車両にも引き続き登録を予定するものであります。
　　納入業者につきましては、地方自治法施行令第167条の規定に基づき、指名競争入札の方法により決定することとし、去る５月20日に開催された坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、日本ドライケミカル株式会社北関東営業所、株式会社野口ポンプ製作所、小池株式会社、日本機械工業株式会社東京営業所、ジーエムいちはら工業株式会社、株式会社モリタ東京営業部の６社を選定し、仕様書説明会を経て６月11日に入札をいたしました結果、最低価格を提示した株式会社モリタ東京営業部と税込み価格4,315万5,000円で契約することとしたいので、本案を提出した次第であります。
　　なお、納入期限につきましては、平成23年２月28日といたしたいと存じます。
　　以上、議案第６号から議案第10号までの５件につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
〇水村義篤議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　これより各案件につきまして単独質疑、討論、採決に入ります。
　　最初に、日程第４・議案第６号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の育児休業等に関する条例及び坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例関係）」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第６号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第７号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第５・議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　１番、新井文雄です。ただいま議案となっております議案第７号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条例の一部を改正する条例制定の件」について質疑を行います。
　　内容を見ますと、カラオケボックスとかインターネット関係などの個室型の店舗における外開き戸の自動閉鎖措置に係る火災予防条例ということになっていますけれども、その改正の主な内容点と、それから改正が必要になった社会的背景について、まず質疑をいたします。
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　お答え申し上げます。
　　条例改正の主な内容と、改正が必要な社会的背景についてというご質問でございますが、はじめに主な改正内容でございますが、今回の条例改正は大きく分けますと２点でございます。
　　１点目の酸化物型の燃料電池の関係につきましては、既に実用化されている燃料電池に加えて、固体酸化物型の燃料電池の実用化及び商品化について一定の進捗が見られたことから、新たに加えたものでございます。
　　２点目の個室型店舗の外開き戸の関係につきましては、カラオケボックス、インターネットカフェ等、いわゆる個室型店舗の外開き戸のうち避難通路に面するものにあっては、当該避難通路における避難障害を防止するため自動的に閉鎖するものとしたことでございます。
　　また、条例改正を要する社会的背景でございますが、燃料電池関係につきましては、日々研究が進む中で従来の燃料電池に比べて発電効率等すぐれたものが新たに出現したため、これを加えたものでございます。
　　次に、個室型店舗の関係につきましては、平成20年10月１日に発生しました大阪市浪速区の個室ビデオ店の火災で、避難の際にあけたままにされた個室の外開き戸が他の避難者の妨げになり、被害が拡大したことを受け、全国消防長会予防委員会の提言に基づきまして、これまで規制のなかった個室型店舗の避難通路に対する外開き戸に自動的に閉鎖する等の措置を講じ、避難通路の確保を図ろうとするものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　再質問していきたいと思います。
　　各内容について答弁があったわけですけれども、該当する店舗の関係ですけれども、坂戸、鶴ヶ島の管内ではどの程度あるのか。それから、県内ではどういう状況になっているのか、わかる範囲でお聞きします。
　　それから、２点目の関係です。施行する期日について、ことしの12月１日というふうにしているわけですけれども、37条の関係の一部で、10月１日からとか、それから来年の９月30日まで適用しないというふうになっておると思うのですけれども、そういうふうにした理由について。以上、お聞きします。
〇水村義篤議長　加藤予防課長、答弁。
〇加藤公司予防課長　お答え申し上げます。
　　まず、該当する店舗数の関係でございますが、今回の条例改正に伴う対象となる個室型店舗数につきましては坂戸、鶴ヶ島の管内に10店舗ほどございます。このうち、扉が通路に面した外開き戸で、自動的に閉鎖する措置がなく、避難に支障を来す店舗は１店舗でございました。
　　県内の状況でございますが、平成21年９月に総務省におきまして報道発表されました資料によりますと、対象となる個室型店舗の総数は376施設でございます。そのうち今回の条例改正に関する通路に面した外開き戸関係につきましては、県でも現時点では把握していない状況でございます。
　　次に、施行期日の関係でございますが、先ほども申し上げましたとおり、今回の条例改正、大きく分けて２点でございますが、１点目の燃料電池の改正につきましては消防法施行規則及び省令改正に伴うもので、国の改正令に基づき施行期日を平成22年12月１日としたものでございます。
　　また、37条の３関係、いわゆる２点目の個室型店舗の外開き戸の関係でございますが、こちらにつきましては平成22年10月１日といたしております。なお、この改正につきましては、遡及適用となることから、既存店舗に対する周知並びに改修期間等も考慮いたしまして、１年後の平成23年９月30日までを猶予期間としたものでございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「はい」の声）
〇水村義篤議長　ほかに質疑はございませんか。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第７号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第８号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第６・議案第８号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第８号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第７・議案第９号・「財産の取得について（はしご付消防自動車購入）」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　１番、新井文雄です。議案第９号・「財産の取得について（はしご付消防自動車購入）」について質疑をいたします。
　　まず、指名業者の関係です。５社のうち２社が辞退となっているけれども、３社でということになったわけですけれども、この辺についてはどういうふうに考えているのか、まず１点お聞きします。
　　それから、その関係もあるのではないかというふうに思うのですけれども、２点目は、落札率が98.8％ということで、設計価格に限りなく近いのかなというふうに思うのですけれども、そのことについてどう見ているのか。２点目です。
　　それから、最後に車種の関係ですけれども、先ほど出ていなかったように思うのですけれども、これはどういうふうになっていくのか。
　　以上３点について質疑いたします。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　新井議員さんの３点にわたるご質問のうち、庶務関係についてお答え申し上げます。
　　２社辞退した理由についてでございますが、仕様書説明後に入札辞退書が提出されましたが、指定された契約期間内に完成または納入することが困難なためとの理由でございました。
　　内容につきましては、大型車両について昨年10月１日から段階的に、ＮＯＸ・ＰＭ法のさらなる低減を図るため世界水準の厳しい規制がございまして、いわゆるポスト新長期規制の対象となり、この条件がクリアできないということでございました。
　　次に、98.8％についてでございますが、過去に提出された内訳書、指名競争入札参加審査申請書の販売実績書類、他の消防本部の同様な車両の仕様、入札保証金免除申請に添付の他の消防本部の契約金額等を参考に経費の積算を十分に精査したものということで、このような結果になったものと認識しております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　長澤警防課長、答弁願います。
〇長澤之幸警防課長　続きまして、警防課分につきましてお答えいたします。
　　車種の選定の関係でございますが、更新配備をするはしご付消防自動車は消防組合として特に車種の特定をせず、消防組合の仕様が可能な車種で、排気ガス規制法によるポスト新長期規制を含めた道路運送車両の保安基準に適合した消防専用シャシであればよいこととしております。今後落札業者と細部打ち合わせの段階におきまして車種が明らかになると考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　再質問します。
　　先ほどの答弁の中で、条件がいろいろあって、２社がということだったというふうに思うのです。そうすると、条件的な問題、当然こちらとしてもそれなりにわかっていたと思うので、指名業者が５社ということで、結果は２社辞退ですけれども、少ないというふうに思うのですけれども、この指名の業者の選定数についてはどのように考えているのかお聞きします。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　指名業者選定数についてでございますが、去る５月20日に坂戸・鶴ヶ島消防組合工事請負業者等指名委員会におきまして、シャシ業者、艤装業者５社を選定いたしました。業者につきましては、はしご車という消防車の中でも特に特殊車両であることから、当組合に提出されている指名参加願に登録されている中から対応可能と思われる業者を選定した次第でございます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　１番・新井議員。
〇１番（新井文雄議員）　３回目の質疑をします。
　　昨年度の関係でシャシ業者と艤装業者を別々に入札してきたかというふうに認識をしているのですけれども、このところ入札方法が変わったというふうに思いますけれども、変更の理由とメリットはどんなものがあるのかお聞きします。
〇水村義篤議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　消防車両の入札方法につきましては、昨年度までシャシ業者と艤装業者を別々に指名し、２段階の入札を行ってきましたが、シャシ業者の消防専用シャシの撤退など入札の基本であります競争の原理が薄らいできたこと、また近隣消防本部の車両購入方法について調査いたしました結果、艤装業者のみか、またはシャシ業者を含めた中で指名し、入札を１回で執行している状況でありました。当組合といたしましてもこれら調査結果等を踏まえ検討した結果、同様に１回の入札としたものでございます。
　　メリットとしましては、事務手続の簡便化及び本来の競争原理が働いたものと認識しております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　ほかに質疑はありませんか。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第９号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇水村義篤議長　次に、日程第８・議案第10号・「財産の取得について（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇水村義篤議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第10号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇水村義篤議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇水村義篤議長　日程第９・一般質問を行います。
　　通告者は２人であります。
　　順次発言を許可します。
　　５番・藤野登議員。
　　　　（５番「藤野　登議員」登壇）
〇５番（藤野　登議員）　皆さん、おはようございます。５番、藤野登です。ただいまより通告に従いまして、消防行政につきまして３点、管理者及び消防長にお尋ねします。
　　最初に、このたび石井新消防長がご就任されました。ご祝意を申し上げるとともに、新体制になりました石井消防長のもと、全署一丸となり、坂戸市及び鶴ヶ島市の市民の方々が日々安心して暮らしていける消防行政をお願いする次第でございます。また、坂戸・鶴ヶ島消防組合の発展により一層ご尽力されますようご期待申し上げる次第でございます。
　　そこで最初の質問ですが、石井新消防長の消防行政に対します新任の抱負をお伺いいたします。
　　次に、ご承知のように、先進国の中でも我が国の高齢化率は加速を増して、近年には超高齢化社会に突入します。全国の中でも埼玉県は以前は屈指の若い県とされていましたが、今後は約40万人います団塊の世代の方が２年後の平成24年ごろから高齢者入りし、急速に高齢化率が高まります。埼玉県は高齢化率について全国平均を上回ると予想されています。坂戸市においても例外ではなく、実に４人に１人が高齢者となります。
　　そこで２点目の質問ですが、近年の高齢化社会、そして近く到来する超高齢化社会を坂戸・鶴ヶ島消防組合として高齢者に対しましてどのように対処、また対応していくお考えか、また今後の設備の増強等は必要になりますでしょうか、お尋ねいたします。
　　最後に、ご承知のことと思いますが、坂戸市都市整備計画の中に、平成24年４月ごろの予定で、関越道に本線直結型の（仮称）坂戸スマートインターチェンジが開通します。開通に伴い、周辺の大規模な工業団地の開発も計画されています。この一大開発事業により、インター周辺の環境が一変することが予想されます。交通動態の変化や環境問題により、消防、そして救急の需要は確実に増加することと思います。そこで質問ですが、（仮称）坂戸スマートインターチェンジ開通及び周辺の大規模開発に伴います消防設備及び消防力並びに救急力の充実強化についてどのようにお考えでしょうか。構想がありましたらお尋ねいたします。
　　以上で１回目の質問を終了いたします。
　　　　（５番「藤野　登議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　藤野議員さんからの３点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。
　　最初に、消防長としての抱負についてのご質問でございますが、私が消防長を拝命してから早いもので、現在４カ月目を迎えているところでございます。去る４月１日には坂戸市文化会館におきまして辞令交付式が厳粛のうちに行われ、その壇上におきまして伊利管理者から、伝統あるこの坂戸・鶴ヶ島消防組合の消防長の辞令をいただき、多くの実績を残された諸先輩消防長の末席に加えさせていただきました。辞令をいただく際は、その職責の重さを考えますと本当に身が引き締まる思いであり、職員193名の代表としての自覚を新たにいたしたところでございます。特に昨年度から多くのベテラン職員が定年等により退職する時代を迎えましたので、これらに適切に対応し、行政サービスの低下等により市民の皆様にご迷惑をおかけすることのないよう、職員にはそれぞれの職責において資質の向上に一層努力するとともに認識を新たにするよう、就任時に全職員に訓辞をいたしたところでございます。今後におきましても議員さんをはじめ多くの方々のご指導を賜りながら、消防訓をモットーとし、職員一丸となり、17万市民の負託にこたえられますよう誠心誠意努めさせていただく所存でございます。
　　次に、超高齢化社会への対応についてでございますが、平成22年６月１日現在の両市の65歳以上の高齢者が占める割合は、坂戸市22.2％、鶴ヶ島市17.7％という状況でございます。両市の高齢者計画によりますと、平成26年には坂戸市においては25.5％に、鶴ヶ島市においては23.1％に達すると推計されております。これを特に救急について考えますと、当消防本部における過去３年間の救急搬送人員に対する65歳以上の方の救急搬送状況は、平成19年は5,241人に対し2,069人で39.5％を、平成20年は5,085人に対し2,072人で40.7％、平成21年は5,071人に対し2,193人で43.2％をそれぞれ占め、この３年間だけをとらえましても高齢者の救急搬送の割合が増加傾向となっておるのがうかがえます。このようなことから、さらなる救急医療体制の充実と市民の救急に対する意識の向上が重要と考えております。
　　救急医療体制の充実を図るため、坂戸・飯能地区医療対策協議会、埼玉県西部第二地域メディカルコントロール協議会及び埼玉県並びに構成市と連携し、傷病者の医療機関への早期収容を図るとともに、救急隊員等の資質向上のため研修会等を行い、救急医療体制の整備に努めておるところでございます。
　　また、市民の救急に対する意識の向上につきましては、傷病者の発生初期においてバイスタンダーによる応急処置が非常に効果的であることから、以前から継続的に実施しております応急手当普及事業をさらに充実させ、一人でも多くの市民に応急処置の重要性をご理解いただき、この知識、技術の普及に努め、チェーン・オブ・サバイバル、すなわち救命の連鎖の充実を図ってまいりたいと考えております。
　　次に、（仮称）スマートインターチェンジ開通及び周辺の大規模開発に伴う消防設備及び消防力の充実強化についてでございますが、区画整理事業等で開発されます地域におきましても、居住者及び勤務者等の安全確保の観点から、消防法令に基づく消防設備等はもとより、坂戸・鶴ヶ島消防組合開発行為及び中高層建築物等に関する指導要綱に基づきまして、建築物には必要な消防設備、消防水利を設置させてまいります。消火栓につきましては、坂戸・鶴ヶ島水道企業団と協議を行いながら、適切なる設置に努めたいと考えております。また、今後救急需要の増加も予想されますが、救急出動件数の増加に対応するため、平成18年度において議会のご理解をいただき、坂戸消防署に救急車１台を増車し、５台体制で臨んでおるわけでございます。
　　しかしながら、平成19年から３年間出場件数を比較いたしますと、若干の減少傾向にあります。このことから現時点では現行の体制で十分対応可能と考えておりますが、今後におきましては出場件数の状況を見守りつつ、その状況によりましては出場計画の見直しを図る等適切に対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　５番・藤野議員。
〇５番（藤野　登議員）　再質問いたします。
　　石井消防長の並々ならぬご決意をお伺いいたしました。そこで１点再質問させていただきます。
　　答弁の中で超高齢化社会について特に触れられていませんでしたので、再質問でお聞きいたします。今後ますます注目されます、救急も含めた地域消防力につきましては、災害時には特に地域のかなめとなります。地域の力、住民の方はもとより、消防団や自主防災会の役割は今後非常に重要になってきます。特に大規模災害時には身近な消防団や地域防災会、また近所の方々の初動態勢が貴重な命を守るかぎとなります。そこで再質問ですが、このような消防団や、また地域の自主防災会等のポジショニングについてはどのようにお考えでしょうかお尋ねいたしまして、再質問を終了します。
〇水村義篤議長　消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　消防団や地域の自主防災会等のポジショニングということでございますが、災害の対応には個人、地域、行政の相互協力、すなわち自助、共助、公助、この３者が連携してこそ、通常の災害はもとより、今後の発生が予想されます大規模災害にも立ち向かっていけるのではないかと考えております。
　　そこで、一概に区分けができるものではございませんが、自助、共助につきましては地域コミュニティーの組織である自主防災会等の組織に、共助、公助につきましては地域と密着している消防団に、公助につきましては常備消防の我々にと、それぞれの役目があるものと認識をしております。公助につきましては、阪神・淡路大震災以来、県内はもとより、全国的な消防広域応援体制が整備される中で今日に至っておりますが、何と申しましても発災時の初動態勢、すなわち自助及び共助が重要なことは議員さんご案内のとおりでございますし、幾多の災害の例からも論をまたないところでもございます。今後におきましても、消防団とは同じ消防組合の組織として、いわば車の両輪のごとく、相互の連携を密にして活動していく考えでございまして、その一例といたしまして、従来消防本部のみで行っておりましたひとり暮らしや寝たきりの高齢者の防火指導も今年度から消防団にも協力をいただく計画でございます。また、自主防災会との組織につきましては、現在のところ坂戸市に79組織、鶴ヶ島市に27組織が結成され、皆さんが協力して自助、共助のため活動いただいておるところでございますが、災害対応の基本である、自分の身は自分で守る、自分たちのまちは自分たちで守るという精神が何よりも重要でありますことから、消防団及び構成市と協力して自主防災会等のスキルアップや組織の拡大を支援しつつ災害に備えたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　　　（「了解」の声）
〇水村義篤議長　次に、２番・松村和子議員。
　　　　（２番「松村和子議員」登壇）
〇２番（松村和子議員）　風邪を引きまして、お聞き苦しいところがございますけれども、よろしくお願いいたします。
　　それでは、議長の許可をいただきましたので、議席番号２番・松村和子の一般質問を行います。
　　最初に、１番目として、防火対象物など立入検査実施結果と改善状況についてということでお伺いいたします。火災を未然に防ぐために日夜努力されていること、大変ご苦労さまでございます。平成21年度版消防統計によりますと、3,383件もの防火対象物があり、危険物製造所なども含めますと3,664カ所もあり、これらのすべてを掌握することは大変至難なものです。毎年立入場所が決められ、実施されているものと思います。また、ことし３月31日に７人もが死亡した札幌市の高齢者向けグループホーム火災を受け、障害者施設なども対象に４月20日時点で実施されました立入検査では、全国１万6,140棟の34.3％で法令違反があると総務省消防庁が発表し、埼玉県は全国を9.1上回る43.4％、530棟中230棟に違反が確認されたとのことであります。当組合の管内はどのような状況であるのかということを大変心配しました。そこでお伺いいたします。
　　（１）防火対象物立入検査の実施結果と改善状況について。
　　（２）消防庁の全国調査で実施された小規模福祉施設の検査実施状況と改善内容について。
　　２つ目の質問に入ります。住宅用火災報知機設置状況についてということで、この問題は今までにも何度もお伺いしてきておりますが、当組合では１年間で法施行後100％の普及ということを目指して頑張ってまいりましたが、非常に今厳しい数字の状況であります。
　　そうしたことでまたお伺いするわけですけれども、（１）として、火災報知機の今年度の普及について。（２）として、高齢者、障害者家庭の設置状況と補助についてということでお尋ねいたします。
　　以上ですが、よろしくご答弁をお願いいたします。
　　　　（２番「松村和子議員」降壇）
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
　　　　（石井利幸消防長登壇）
〇石井利幸消防長　松村議員さんからの２項目、４点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。
　　はじめに、防火対象物と立入検査の実施結果と改善状況についてでございますが、平成21年中における防火対象物の立入検査実施件数は230件でございました。そのうち約43％に当たる98件に違反があり、同年の12月末で是正された件数は34件、約35％でございます。また、危険物施設につきましては、同様に221件を実施した中で約19％に当たる43件の違反が認められ、そのうち17件、約40％が平成21年中に改修されております。
　　次に、総務省全国調査で実施された小規模福祉施設の検査実施状況と改善内容についてでございますが、本年３月13日土曜日の未明に札幌市のグループホーム、「みらいとんでん」で発生した火災では、お年寄り７名が亡くなるというまことに痛ましい結果となりました。そこで、３月15日から管内の類似施設、坂戸市の８件、鶴ヶ島市の３件、計11件に対しまして緊急の立入検査を実施いたしました。その結果、坂戸市の１施設、9.1％に消防設備の点検未実施及び自動火災報知設備等未設置の違反が認められましたので、是正を指導するとともに、これらを県に報告したものでございます。また、違反事項につきましては、既に改修を終えたものもございますが、未改修の事項につきましてもできるだけ早期に是正するよう指導しておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、住宅用火災警報器の設置に関するご質問の中の住宅用火災警報器の本年度における普及についてでございますが、当組合では平成20年６月からすべての住宅に設置が義務となり、この設置状況把握のため平成20年度から毎年度アンケート調査を実施しております。この結果につきましては、平成20年度は33％、平成21年度は46.4％で、現在第３回目の調査を実施し、まだ途中段階ではございますが、先月末現在での数値は64.2％でございます。この数値を昨年、一昨年と比較いたしますと着実に上昇しているわけではございますが、アンケート結果だけを見ましてもまだ４割近い方々にはご理解がいただけていないことから、さらにこのＰＲ活動等を推進してまいりたいと考えております。また、市民の方からは、購入したけれども、取りつけ方法がわからないとか、取りつけ方法を教えてもらいたいとの声をいろいろな場所でお聞きいたしました。そこで、従来から行っております種々の施策に加え、今年度から障害者及び65歳以上の高齢者の単身または２人世帯で、住宅用火災警報器を購入しても設置が難しい世帯を対象に、希望される世帯には消防団員と連携して対象となるお宅を訪問し、設置のお手伝いをするという事業を計画しております。今後におきましても市民の声に耳を傾けながら引き続き積極的なＰＲ活動を実施するとともに、一日も早い設置率100％を目指し努力してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、高齢者、障害者家庭の設置状況と補助についてでございますが、両市に確認いたしましたところ、70歳以上の高齢者は本年４月１日現在で坂戸市１万2,394人、鶴ヶ島市7,131人、合計で１万9,525人の方がおられるとのことです。しかしながら、当組合では以前から65歳以上のひとり暮らしの方を防火指導の対象としておりますので、その数値の中でお答え申し上げます。
　　本年３月、春の全国火災予防運動期間中に実施いたしました防火指導の際には、対象者1,037人中、聞き取りができましたのが884人で、このうち設置済みの方が489人、未設置の方が355人でありました。したがいまして、この設置率は57.9％で、昨年の秋には54.7％でございましたので、若干の上昇が認められました。また、障害者の方々につきましては、私どもはじかに接する機会は少ないわけでございますが、両市の統計資料によりますと、障害者手帳を交付されている方が本年３月31日現在で坂戸市では3,356人、鶴ヶ島市では本年４月１日現在で2,025人、計5,381人ということでございます。これらの方々に対する購入等に際しての補助につきましては、以前から議会でもたびたびお答えしておりますように、それぞれが置かれている厳しい状況も十分理解できるところではございますが、自己の責任において設置していただくことを考えております。したがいまして、現時点におきましては補助制度を設けるということは難しいことではありますが、今後とも構成市と情報交換を含め、連携をとってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸消防長降壇）
〇水村義篤議長　よろしいですか。
　　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質問を行います。
　　ただいまご答弁いただきました１番目の（１）の防火対象物立入検査の実施結果と改善状況ということですけれども、これは対象物がたくさんある中の抽出的に毎年230件とか、抽出してやっていらっしゃるわけで、その中でも違反が結構摘発されている。その是正は約34％というふうに今答弁をされました。せっかく調査して、その是正が余りされないということが一番問題で、これは本人にとっても大変なことなので、本来ならばそういう事後の調査監督がどうなされるかというのは大変だと思うのですけれども、こうした点についてどのように100％を目指してやっていけるのかなというのが、これは全部の数ではないですから、抽出された中の消防統計の中のそういう部分ですので、その調査した中のものだけでもせめて100％実施という方向でお願いしたいというふうに思いますけれども、この点についてどのように今後消防組合としてはやっていかれるのかということで１つはお尋ねしておきます。
　　もう一つは、総務省の全国調査で実施した今回の小規模福祉問題なのですけれども、今ご答弁いただきましたけれども、やはりこれは違反も何件かあって、埼玉県、それから全国から見ましても低い状況には、違反件数は低いというふうには今見たわけですけれども、いずれにいたしましてもお金が大変な状況で、「みらいとんでん」、これの建物でもストーブを囲んで何か物を干してあって、それが燃えたという結果でございますけれども、その当時介護５も含めて、要介護１から介護５まで相当な人数がいたわけですが、それで介護５の人も５人ぐらいいらっしゃって、そういう人のおむつがえをしているときに発生したということで、当直の職員は１人だけだったという大変な劣悪な施設の中の状況があったと思うのです。問題は、その施設長が悪いのかどうかというのは私も、北海道の認知症グループの火災事件の安全対策を党としても考えて、調査は入っているのですけれども、それを見ましても、やっている人はちゃんとそうした専門的な教育を受け、そういう情熱を燃やしてやっていらっしゃる方だという記述にはなっておりますけれども、やはりたった１人体制で夜やるということ自身が非常な問題だというふうに思うのです。カーテンが防火になっていなかったりとか、いろいろあると思いますけれども、いわゆるもう消防だけで対応できる問題ではないわけですよ、細かい点になりますと。お金がないとか。そういったときに、建築物についても、個人の家を改修するときには、新しく建てるのと違って建築基準というのは適用されないということもあります。ですから、そういった見方で建築関係、あるいは介護の関係、そして消防の関係、そうした連携のもとに今後改善対策をきちっと練り直してやっていく必要があるのではないかというふうに私はこの火災から思ったのですが、当面１つは、これがどう改善されていくのか、されたのか、そして今言ったような対応がどうできるのか。これは命の問題ですので、的確にお答えを願いたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。
　　未改修の防火対象物につきましては、ソフト面の設備の改修より、すなわちハード面、経費等の関係から、この是正に時間を要するものと考えております。しかしながら、経費がかかると申しましても、やはり改修は必要なものでございますので、粘り強く指導をしていきたいと考えております。
　　また、国の融資制度等につきましても、福祉施設につきましては、ございますものですから、これらの説明等を行いながら改めて指導をしてまいりたいと考えています。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　２番・松村議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。今私は、一問一答方式になってしまってごめんなさい。それでも１問目の１の２を今質問を申し上げたのです。
　　１つは防火対象物の問題で、今の答弁でもやむを得ないかなというふうにも思いますけれども、それでも、この中で私はどのような対策を講じてやるのかということも質疑いたしましたので、例えばほかの仕事でこの面を強化できないということでは困りますので、絶えずこうしたことを念頭に置いて、指導できる人が何人ぐらいいて、体制をどういうふうにとっているのか、この点についてちょっともう一点聞きたいのと、もう一つは、２つ目に質問したのは、総務省の全国調査で実施された、今何％か、9.1％とか11件とか答弁いただきましたけれども、これが改善されたのかどうか。されていないというのは新聞紙上で報道されていたので、ああ、これはまずいなと思って私は一般質問したのです。したわけなのです。改善されるということが根本的な一番の願いで、そこの施設のお年寄りがもう寝たきりだったら、手も足も出ないのです。本当に大変な人たちが入所している中で改善されないとなると、また同じような事故が全国で起きるという心配をしておりますので、そうしたことのないようぜひ。
　　１つは、どう改善できたのか。これは小規模福祉施設に限ってもう一つはお伺い。
　　それと、消防団だけではできないから、やっぱり建築確認の現場、あるいは福祉の現場、そういったものとの整合性がないと、これは救助できないような気がしたのです。１人体制でやるとか、危ない状況の中で置かれているということでは、とても消防は事件が起きてから行くということになるのだと。やっぱり予防をどう重視するかという点では重要なことではないかと思いましたので、２市とも、担当者ともよく話し合って、こういう問題での改善、全国調査の結果を受けてどう改善するかの点についても協議をしてもらいたいというのが私の一般質問の２回目の質問。
　　それから、２つ目の住宅火災報知機の問題なのですが、100％を掲げて、一定度前進はいたしました。しかし、まだまだ普及が100％というわけにはいきません。しかも、抽出検査ですので、抽出調査ではやはりいささかのぶれがあるのではないかというふうに思いますので、火災報知機の今年度の普及について。今年度も当然、昨年度100％ですから、今年度も100％目指すにはどうしたらいいかということを真剣に考えていると思うのです。ですから、今年度の100％普及をどうするか、それらのことについて具体的に答弁お願いします。
　　また、高齢者、障害者家庭への設置状況も余り芳しくはありません。そういう中で、確かにお金は多少かかりますけれども、ほかの市町村でも補助金を出し、そして結構つけている市町村もあるわけです。命と財産を守るということは、やはり地方自治体の第一義だと思うのです。１の任務だと思います。ですから、大変なのはわかります。経済的に大変だというのはわかりますけれども、無駄を省けば何とかなるというふうに私は思いますので、まだまだいろんなものからお金は抽出できるというふうに思いますので、こういった最低限の火災報知機などは高齢者、障害者家庭にぜひ設置するといった方向で頑張っていただきたいと思いますので、これは管理者のほうからご答弁をお願いしたいと思います。
　　以上です。
〇水村義篤議長　石井消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　まず、立入検査の体制でございますが、これにつきましては、従来予防課が対応してまいりましたものを、今後につきましては消防署も対応いたしまして実施件数を上げるというふうなことの対策をとってまいりたいと考えております。
　　また、小規模福祉施設の関係につきましては、対象物の関係者に関しましても改修の意志は非常に強いことでございますので、期間内にしっかりと改善されるように粘り強く指導をしてまいりたいと考えております。
　　また、住宅用火災警報器の普及状況につきましては、埼玉県におきまして県消防長会住宅火災警報器設置推進連絡会、これが立ち上がりまして、平成21年９月１日から動いております。これらの会と連絡をとりつつ、普及啓発に努めていきたいと考えております。
　　また、相前後して申しわけございませんが、小規模福祉施設等についても当然のことながら消防だけの問題ではないというふうなこともございますので、県及び関係市等と連携をとりながら指導を進めてまいりたいと考えております。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　暫時休憩します。
　　　　休憩　午前１１時００分
　　　　再開　午前１１時０１分
〇水村義篤議長　再開いたします。
　　消防長、答弁。
〇石井利幸消防長　失礼しました。高齢者、障害者家庭の普及率を100％にするための補助等についての関係でございますが、先ほども申し上げましたように、現時点におきましては補助制度を設けることは難しいわけでございますが、今後とも構成両市と情報交換を含め、連携をとってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇水村義篤議長　以上で一般質問を終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇水村義篤議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（水村義篤議長起立）
〇水村義篤議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに対し、深く感謝を申し上げる次第でございます。
　　これから厳しい夏の暑さを迎え、議員各位にはくれぐれもご自愛をいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（水村義篤議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇水村義篤議長　伊利管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議長からお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして御礼のごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様方におかれましては、大変ご多用の中、平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会に全員の方のご出席を賜り、提出議案５件につきまして承認または可決をいただいたわけでありまして、心から厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　それでは、５月議会臨時会以降の各種事業並びに火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。
　　はじめに、各種事業についてでありますが、５月19日、富士見市の入間東部地区消防組合訓練場におきまして埼玉消防救助技術指導会が行われ、当組合から５種目、18名の職員が出場し、２種目10名が６月19日、さいたま市大宮消防署で行われました第37回埼玉県消防救助技術指導会へ出場いたしました。その結果、１種目５名が７月14日、神奈川県消防学校で行われる第39回関東地区消防救助技術指導会への出場切符を手にすることができました。
　　６月11日には、危険物安全週間にちなみまして、坂戸市大字青木のニッカン工業株式会社坂戸工場及び鶴ヶ島市富士見のスーパーバック株式会社鶴ヶ島工場において危険物施設の特別査察を実施をいたしました。特にニッカン工業株式会社におきましては、特別査察に先立ち、事業所の自営消防隊と消防署が連携をし、危険物火災を想定した消防訓練を実施をし、実災害に対する活動技術を磨きました。
　　６月22日、23日には今年度第１回甲種防火管理者資格取得新規講習会を開催をし、各事業所から64名が受講され、資格を取得されました。
　　次に、今後の主な予定でありますが、７月25日、日曜日には、既にご案内をさせていただいております平成22年度消防団消防操法大会を、にっさい花みずきにございます川崎陸送株式会社坂戸流通センター駐車場において、消防団員の活動技術の習得、強靱な体力の錬成及び旺盛な消防精神を養い、地域の消防活動の充実のために開催を予定をいたしております。
　　10月18日、月曜日には、管内の事業所を対象とした第25回屋内消火栓操法大会を坂戸市民総合運動公園駐車場において開催を予定をいたしております。議員各位におかれましては、大変お忙しい折とは存じますが、ご出席賜りますようにお願いを申し上げます。
　　次に、火災件数でありますが、本年１月から６月までの火災件数は31件で、前年同期と比較いたしますると６件の減となっております。このうち建物火災は17件であります。
　　次に、救急出場件数でありますが、本年１月から６月までの救急出場件数は3,017件で、前年同期と比較いたしますると354件の増となっております。昨年は震度６弱を記録した、駿河湾を震源とする地震や、７月の中国、九州北部での豪雨、８月の台風９号など多くのとうとい人命や財産が失われ、住民生活に大きな不安を与える大規模な自然災害が相次ぎました。これから台風の襲来とともに、自然災害による被害などが危惧されているところであります。
　　当管内におきましては、幸いにも大きな災害がないものの、被災地の貴重な教訓を生かし、ますます複雑多様化する各種災害に的確に対応し、住民の負託にこたえるべく万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員各位には変わらざるご支援、ご指導を願ってやまない次第であります。
　　ここに、議員皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして心から御礼を申し上げますとともに、いよいよ暑さも厳しさを増してまいります。皆様方にはご健康にご留意いただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、ごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時０７分）
〇水村義篤議長　これをもちまして、平成22年７月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
